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愛媛県新幹線導入促進期成同盟会  



 

全国各地で新幹線の整備が進み、リニア中央新幹線等による「日本中央

回廊」を生かした国土形成が進められる中で、四国は今なお、新幹線の具

体的な計画のない唯一の地域として取り残されており、地方創生に懸命に

取り組む中で、地域間競争に大きく後れを取ることを危惧しております。 

四国の公共交通の基幹的役割を担うＪＲ四国は、ＪＲグループで唯一新

幹線を持たない環境の中で、従来からの急速な人口減少や高速道路との競

合等に加え、資源や燃油の価格高騰及び運転士等の人手不足により、引き

続き厳しい経営を強いられております。経営安定基金の運用益の確保や助

成金の交付など、ＪＲ四国に対する支援が継続されているところですが、

依然厳しい経営環境のもとで自立を目指すためには、収益事業となり得る

新幹線の導入による経営基盤の安定化が不可欠であります。令和３年３月

の衆参国土交通委員会において、ＪＲ四国支援関連法案を審議する中で、

「四国における新幹線についても検討を進めること」との附帯決議が全会

一致で採択されたほか、同時期に策定されたＪＲ四国の長期ビジョンの中

でも、新幹線等による抜本的高速化の早期実現に向けて取り組むことが明

記されており、地域としても、オール四国の体制で新幹線を迎え入れる機

運をますます盛り上げていきたいと考えております。 

四国の新幹線が実現すれば、四国内のアクセスだけでなく、関西、九州

などの既存の新幹線ネットワークとの接続により、西日本における広域交

流圏が形成されることで、ビジネス・観光、文化等多様な分野での交流促

進に多大な効果があると見込んでおり、平成 26 年の「四国における鉄道

の抜本的高速化に関する基礎調査」においても、岡山から瀬戸大橋を経由

して四国の県庁所在地を結ぶルートでは、フル規格新幹線整備に妥当性が

あるとの調査結果が示されたことから、四国新幹線整備促進期成会では、

リニア中央新幹線の大阪延伸時期を四国の新幹線開業の目標として掲げ

ているところです。 

また、近い将来の発生が危惧される南海トラフ地震や、近年激甚化・頻

発化している自然災害への対応力を強化し、リダンダンシーを確保した上

で地域防災力を向上させ、安全・安心な国土づくりを目指したシームレス

な拠点連結型国土の形成のためには、四国への新幹線導入は不可欠であり



 

ます。 

本県においては、今秋完成予定のＪＲ松山駅の高架化事業を実施する中

で、新幹線乗り入れを念頭に、官民協働で新駅の検討が進められていると

ころであり、ＪＲ松山駅に新幹線駅を併設し、これを起点として、南予地

域を始めとする県内各地への乗継利便性を向上させることによって、本県

全域で新幹線整備の波及効果が得られるようにすることが強く望まれま

す。 

加えて、四国の鉄道が、地域の活性化に向け、交通体系の基幹としての

使命と、地域住民の生活の足としての役割を果たすためには、既存の鉄道

網の維持・活性化を図ることも重要であることから、地域においては、県

及び市町等が、ＪＲ四国と一体となってその利用促進等に取り組んでおり、

国においても、在来線の線形改良や踏切の解消、南予への電化延伸等のほ

か、老朽化対策や災害復旧事業への支援の一層の拡充が望まれます。 

つきましては、四国の新幹線の早期実現等に向け、以下の点について特

段のご高配を賜りますようお願い申し上げます。 

 

１ 四国の新幹線を四国の公共交通の骨格と位置づけ、一日も早い実現を

図るため、令和７年度(2025 年度)予算編成において、整備計画格上げに

向けた法定調査を実施するための措置を講じること。 

 

２ ＪＲ松山駅に新幹線駅を併設すること。 

 

３ 在来線の維持・改良及び災害復旧に向けた支援を拡充すること。 

 

令和６年９月  

愛媛県新幹線導入促進期成同盟会 

会長 愛媛県知事 中村 時広 
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